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要旨 

 

 日本語教師には、様々な能力が求められるが、日本語学校においては、授業以外にも在

籍管理、進路指導など多くの業務があり（奥田 2006）、夫々の組織の中で他教師との関係

にも配慮しながら多忙を極めた毎日を送っている。そのような状況の中で、教師は日々の

問題や個人の課題にどのように対処しているのだろうか。 

 日本語教師の研修や「成長」の考えかたとして、教師個人が「内省」するだけではなく、

協働で自己の実践を振り返ることが注目されている。他者に自分自身の教育実践を語るこ

とにより、自身の言語観や言語学習観が明確に意識され、それらを見直すことにつながる

からである。日本語教師が語り合う意義も主張されている（末吉 2011、有吉他 2013）。「対

等な立場」で話すことによって、自らの「悩み」や実践を語り、自身を振り返ることで、

次のよい実践につながる。教師には、話しやすい「場」の存在が必要とされているのでは

ないだろうか。 

 本研究では、日本語教師の授業、学習者、所属機関等に関する悩みや課題に対処するた

めに、教師同士の対話に効果があると考え、その効果を明らかにしたい。 

 その調査として、アンケート調査と、少人数での対話、対話の事後インタビューを行っ

た。アンケートでは、日本語教師がどんな悩みを持ち、どのように対処してきたか、ある

いはしようとしたかを調査し、SCAT（Steps for cording and Theorization）（大谷 2008、

2011）を用いて分析する。分析の枠組みとしてエンゲストロームの「活動システム」のモ

デルを用いて記述する。 

 アンケート調査の結果、日本語教師は様々な「悩み」を抱えており、その要因は、学習

者のそれまでの学習観、個々の教師のビリーフ、日本語教師養成講座の内容、非常勤講師

と専任講師との関係等であることがわかった。また、「学習者への対応」に困った経験のあ

る教師が多く、日本語学習目的が希薄な学習者の対応や、出席率の管理がそのエピソード

として多く挙げられた。 

 次に行った「日本語教師同士の対話」では、教師の対話の会を「しゃべり部」と名付け、

4 回の実践を行った。ここでは、参加者の同等な立場を保証するために、参加者を異なる

教育機関に勤務する教師とした。話題は主に参加者の学校で起こったこと、対応に困って

いる学生のことなどである。4 回の実践終了後、参加者に事後インタビューを行った。事

後インタビューでは、他の「しゃべり部」参加者の発言から、自身の考え方に影響を受け

た場合も見受けられた。 

 以上のアンケート調査と教師の対話の事後インタビューから、日本語学校の「活動シス

テム」のどの部分に問題が生じていているのか、そしてそれをどう対処していけばよいの

かを考察した。そして異なる教育機関に所属する教師の対話が、どのように相互作用する

のかをモデルで示した。 

異なる教育機関に所属するからこそ、「一人の日本語教師」として対話が可能になり、

対話の内容から、自身の所属する機関とそれ以外の機関の相違点の発見や、あるいは共感

が得られた。また、その相違点や共感が各機関にフィードバックされ、さらに各機関での

教育実践に作用するという効果を生む可能性もあるだろう。これらの相互作用を生む可能

性を広げるためには、対話の場を強いリーダーシップで作るのではなく、「ゆるくつながる」

ことが重要であると考える。 
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